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て

す
る

事
あ
う

．

包

嚢
の

壁

は
、

元、

自

血
球
に
て

成
る

。

自
血

球
は

黴
菌
の

凝
塊
の

周
圍
に

多

數
集
合
し、

癒
合
し
て

厚
き
結
組

織
に

變
す
る

な

り
。
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穹
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詈

や

譯
霑
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切

言

］
冒一
〇
H
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♂
レ
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鬘）璽

　

蓋
硝
子

の

四

隅
を
プ

ン

ぜ

ン

燈
に

て

熱
す
れ

ば、

熔
け
て

下

方

に

屈

曲
し

、

四
つ

の

短
き
足
あ

る

板
硝
子
を

得
べ

し
。

之

を
載
物

硝
子

上

に

置
き、

少
量
の

水
を

蓋
硝
子

の

邊

端
に

滴
下
す
れ

ば、

水
は

此
の

蓋

硝
子

の

四

遽
に

廻
り

着
き
て
、

内
方
は

水
に

浸
さ

れ

す、

濕
潤

室

と
な

る
、

手
加

減
に

て

蓋
硝
子
の

四

隅

の

足

は

長
く

も

短
く
も

製
す
る

を
得
べ

く、

所
檢
物

體
に

應
じ

て

厚
薄
任

意
の

濕
潤
室
を

得
べ

し
。

紙
片
又

は

錫
箔
を
以

て

す
る

よ

り

も

安

定
な

り
。

（

寺
尾

萩
）

　
　
　

●
上

水
道

中
に

現
は

る

ζ

動
物

　
　
　
　
　

及
其
遮
斷
並
に

驅
除

　
　
　

嶺
鈩
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寓
罸

炉
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司
 

ー
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鬟
多
Oh

芝

畧
 

胃

宅

霞

冨呷、．
（、．
弓゜

ド

もな’

　
　

日
こ

ご
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琵
国
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F

名’

翆
…
…．
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弓
o
昌

艶

翁

習

≦
客（．
吋

棄
蓐

雰．、
べ
H

玄

穿）

　
（

一
）

上

水
鐵

管

中
に

多

數
動
物
の

發

生
ぜ

う

に

於
て
、

最
も

有

名
と

な

り
ぬ
る

は、

獨
逸

国
甲

彎

9
蒔
　
の

水
遘

塚

り
。

即一
．

二

八

九

四

年
以

前
に

於

て
p

μ
、

同
市
の

水
道

鐵

管
醤
n

、

雇『
蘚

蟲
及

鰻
の
膚鰐
に

栓

塞
ぜ

ら

れ

れ
る

騒
あ
リ、

国
弱
》

居
幅

員，
H

袈

（

一

八

八

五

年
）

に

よ

れ

ば、

該

水

道

冰

壓
二
・

五

i
義・
五

氣
壓
の

暗
中
に

棲
息
ぜ

ろ

動

暢

轄、
（

一
）

蘚
蟲
　
辱

ご
＆
、

蔑
§
鳶、炉・

　
、〜
§噌
ミ

ミ
3
　
辱
ミ〜
蕊
母

ミ（
鮮

　
の

三

属
に

屬
ぜ

う

も
の
、

　

蕨

中

N、
ミ
§
置

受
ミ

吟

ミ胖
ミト
爵

最

も
多
く、

是

等

が
（

二
）

「

ヒ

ド

ロ

」

蟲

負

ミ
瓢

窯
o瞬
詮

ミ
優

と

共
に
、

水

遘
工

夫
の

稱
し

て
．．

同
L

色

ε
貰
鳴

彭
oQ

。？

．｝

と

呼
“

へ

る

大

集
塊

を

造

り、

越
水
の

流

逓
を

妨
げ
た

る

な

り
。

「
ビ

ド

ロ

」

蟲
に
8い
外
に

無

色
の

韓
健

ミ
3
へ

三
）

海

綿
に

は

薯
鳩

ミ
§
§窄
為

§

ミ
畿〜
・・
及

妾
§
覧

鬢
鳶

ミ

琴
募−

佝
（

四
）

淡
永

産
ミ

・
ズ

、

（
五
）

ヒ

〃

蝕

§
竜
§
誉

及

寒
籌
窪
吻

の

大

多
數、

（

六
）

寄
生

蟲
に

て

は

守
ぎ
蓴
ぎ
華

鞠、
ミ
許

　（
七
）

甲
殻

類
に

て

は

｝
ミ
軽
气
ミ

ミ、
節、
龕

及

毫

§ヤ
籌
耄．
毒

憶
ミ

震

の

大

多

數、

並
に

9
註
8
建
尸

Q
聾

夢
8
参℃

O
ε
6
巳
p

及

ぽ
§〔四
ミ

［
丶．
ミ

§萄、
§
畠

馨
§
3

旨

ミ
訌
論

．^丶
§
ミ

ミ
き

ミー
（

八
）

耄
畧〔
亨
巳
富

及
双

翅

類
の

豹
蟲

（

九
）

軟
體

動
物
に

て

は
、

9
、

ミ
饕

§
め

鴛

特

ミ
 

§
o

誉、貼
臼

の

多

數
、

外
に

、

蕣
蹄、“
ミ
賦
轟

鮭尸
§
§
ミ

轟
タ

 
丶

ミ

餮曽

ミ唖
ミ

窪一

 
ミ
謡

ミ
ミ
鴇−

」

毫
窯

窰▼

智
ぎ
ミ
暗馬
碧

（
q
鶚

塾
窮
γ

唄
恨

醐→
膏
ミ
象

欝
ミ
寂

ミ

§｝ゆ

」

ぎ
き｝
費

及

箏

き

み
一

〇
）

渦

蟲
・

紐

蟲
の

類、

（

一
一
）

輪
蟲・
滴
蟲、

（

＝一
）

魚

類
に
げ
、
は

桑

§
密

弓
恥、
亀

竃

O

象
穿（
曇
き

ト

＆
9

心．
鐸

舒

ミ
』

ご

匡
o

考

崇
げ
ご

晦
し

て

数
千
の

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
、

鰻
。

　
（

二
）

そ

れ

に

次
い

で

有
名
と

な

り

し

に

男

9
ぽ
弓

魯
き

の

水

這
な

り
。

坤
ち
一

八

七

七

年

鐵
「

バ

ク

テ

サ

ア
」

の

繁
殖
に

よ

り
て

、

同

市
水

道
り

水

嫉、

牛
馬
も

歙
ま

ざ
る

程

O
も
り

と

な

り
、

工

業
者

な
ど

は

大
打

撃
を

受
け

た

り
。

⇔
ε

＜

竇
靂

（

一
八

九

〇

年
）

の

報
告
に

よ
る

に
、

其
繁
殖
ぜ

る

源

因
ほ、

水

道
内

に

多

數
の

動
物
存

在

し
、

其

分

解

よ
“・
小
弋
ぜ

る

右
蔦
概

物冖
が
、

該
「

バ

グ

テ

サ

ア
」

に

養
分
な

與
ヘ

カ

る

に

よ

る
。

而

し

て
苴ハ
水

遘

内
の

動
物
な

る

も
の

は、

罵

蕣
薯
お

の

も

り

に

酷

似
し
、

蘚
蟲

窪
ミ

警

き箪

密

§
a
ミ
タ

及

ぎ．
ミ
偽、

爵〜
ミ

盖
に

「

七

ド

ロ

」

蟲

α
o

ミ
ミ

§、
ミ
翁

其

主

膿

な
な
ぜ

し

が

弔
殼
類

箆

塁

寒
毳噂
O
象

壽
ミ

ミ・
窰

の

發
生

も

夥
し

く、
　

或
瀝

過
池
の

如

き

は、

底
一

厨
、

指
の

深
さ

丈

、
享、
謡

菱

の

集
合
ぜ

る

葎

見

れ

り
し

程
な

り
。

奠

數
、、

OO

＝

暮
ざ
諱

日

已
ご

塁
甲り
一

な

り
し

と

は
研

究

者
の

認
ぜ

ろ

處
な

り
q

　
（

三
）

上

記
の

三
例

中、
　
匡
ρ

巨
σ

弓
貌

　
の

瘍
舎

は
瀘
過

裝
置

か

缺

き
し

よ

リ
、

民
O
サ

竃

乙
讐
ゴ

　
の

塲
合

に
不

完

全

な

り
し

よ

り、

何

れ
も

水
道

内
動

物
の

食
物

と

な
る

べ

き

も〔
り

・
〜

流
入
に「
よ
肩

ワ

て、
、

　

期

く

は

驚
く
“

へ

吾・
繁叫
櫨

な

見
る

に

至

サ

れ
る

な
d
ワ
。

　

さ

れ
ば

雨

者

共
に

瀘
邊

裝

置
の

改
善
に

よ

り
て

其
等

生

物

な

絽

滅
し

得
れ

る

が
、

同

様
に

、

兵

霧

　
録
）

0
簡
便
な

ろ

濕
潤

室

O
上

水

蓮

中
に

覲

は
る

ー

動
物
及

其

遙

噺
並

に

驅

除

四

五

N 工工
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（

抄

　

　
錬
）

　
○
上

水

道

中
に

現

は
ろ

≧

動

暢
及

其

逶

断

並
に

驅

除

糧
政〃
に

よ凸
り

て
、

水

道
内

鐵「，
バ

ク

テ

刃

ア
」

か
一

掃
ぜ

ろ

例博
μ

伯凱
杯

（

一
八

七

八

年
…

一
八

八

三

年
）

水

道
に

あ

リ、

其

弛

ド、

藝
乙

魯
ぎ「
」・
三
。

に

も

之

在

り
れ

り
と
い

ふ
。

　
（

四
）

米

國
に

て

も

亦、

水

道
内
に

黶
蘇

蟲
繁
殖

す
。

≦、
≡

霧
；

（

一

九
一

〇

年
）

に

ょ

れ
ば
、

菫

象
・

水

這
内

に

發
生

ぜ

ろ．
も

の

は
主

と

し
て

ミ
織・
ミ
。

辱・
及
N、〜
§
§
§

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
納

に

し
て
、

辱
。

。

ξ
目

及

嗣

舞
ξ
α・
勇

水

迸
に

も

發
生

ぜ

る

事
あ

リ
、

典
他

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
 

袈、・、、
、、
ミ
ミ
3

警〜
4
ミ
鳥〜
魯

も
繁
殖
す

。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
…

　
（

五
）｝
申

δ
開

龍
c
匿

（

一

九

〇

四

年
）

は

又、

三酔
；
L
三
善^

導

水

迸
内
に

蘚

蟲
の
敏

鶉
殖

ゼ

る

な

報
告
せ

り
。

其

際

市

に
多
大

の

資
川

な

投
じ
て
、

俗
に
、．

ソ

窰
汽

と

稱
ゼ

ろ

該
勠

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
…

物
か

除

去
ぜ

ろ

が、

其

量

實
に

七

〇

〇

噸
に

逹
ぜ

リ
。

・
〔

韓
戦
黜

鰭
矯

動
物
に

し

ミ
．

ー
九

。
五

年
）

に

…

　
（

七
、
白

耳

義

く剛
肖

翕

水

道
の

も
の

11．
同

じ

く

τ

ヨ
2
｝

（

一

九

〇
五

年
V

に

ょ

る

暫
ト

、

軟

體

動

物
の

大

量、

蘚
蟲
及

滴

蟲
の

多

數
な

り
し
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
…

　
（

八
）

さ

れ

ど
な

物
と

雖

上

水

道
に

有

害
な

う

も

り

ζ

み

に

に
あ

ら

す
。

現

に

硅

藻
は、

瀘
過
池

砂

粒
の

間
隙

な

理
む

う

に

粘
膜

か
以

て

し
、

砂

粒
の

瀘

過

力
な

完

全

な

ら
し

む

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
…

ろ

作
用

た
な

す
。

興

味
あ

ろ

事
匚

は、

嘗
て
、

＞
u

旨
毛

龕
辱

　
り

水
廼

濾

過

池
に

双

翅

類

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
…

亀
ミ
§
ミ
ミ
霧

の

幼

蟲
發
亙

し
て
、

其
粘

膜
の

作

用

か

勤
め

房

り

し

が
、

或
口

多

數
の

燕
の一
瀘

過

池
の

近

傍
に

集
れ

う

に

氣
付

き、
瀘

過

池
か

檢
ぜ

う

に
、
ヘ
ミ
、
o

誉
ミ）
ミ

舘

が

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
一

變

態
し

て

飛
立
ち

居
る

事
判

明
し
、

該

池
の

使

川

た

中
止

ゼ

ろ

事

あ

り
し

と

ぞ
。

　（
九
）

瀘
過

池
に

汽゚

蕘』〜、、
許
へ 、
…、−、
§．
奎

の

發
生

ゼ

る

例
ば

前
に

蓮
。へ

れ

り
。

外
に

貯

水

池
に

他

數
り

9
蜜

ぎ
電
円

爭

襲
來
し

て
、

水

道

蛍
理

者

な

苦
し

め

れ

る

例

あ

り
o

即
ち

客
討

旨
冥
戸

（

一
八

九
九

年
）

一
ー−
よ

る

に
、

冫

二

け

乏
己

芦）

貯
水

池
に

て
、

入

14
に

網

存

張

り、

該

動

物

な
掬

ひ

上

ぐ
る

に
、

婁
夜
六

入
の

番
人

な

要
し
、

總
計
一

Q
噸

の

小

甲

殼
類
な

除
六

り
し

と

い

ふ
。

＝

…（
ヱ

c
と

（

一

九

〇

四

年
）

は
又
、

一W
＝

3
ぎ
k

の

水

道

貯

水

池
に
、

丶・、
ミ
ミ
こ、−、
 、噌．
ミ・．
二

の

夥
し

く
發
生

ぜ

る

か、
報
告
｛

り
⊃

　
（

一

〇
）

要
す
る

に

水

道

内
に

發
生
す
る

動
物
の

重
な

る

も
の

は

蘚

蟲
に

し
て
、

其
主

と
し
て

生
殖
胞

肋

e

畧
o

；

畧
　
に

よ

り

て

繁

圏
六

殖
す
る

も
の

な

る

事
明
か

な

b
。

此

動
物

は
、

生
時
は

水
の

流

迺

を
妨
げ

、

死

後
は

、

分
解

し
て
、

水

を
汚
し

、

且

他
の

生
物
に

營

養
を

輿
ふ

る

に

於
て

有
害
な
・
9

。

是

が
増
二

殖

を

豫
防
す
る

に

は、

濾
過

裝
置
を

完
全
に

し
て
、

生
物
の

營
養
源
を
斷
つ

の

外
な

し。

　

（

一
一
）

著
者

国

堯
言
国

聚

の

英
國
六

箇
所
の

水
遘
を
橡
せ

る

結

果
に

よ

る

も
、

水

道

内
繁
殖

動
物
の

主

な

る

も
の

は
、

矢
張

レ

蘚

蟲
な

b
。

其
種
類
次
の

如
し

。

　

（

一

）

 

ミ

毳
§
ミ
ミ

§〜
ト

ミ
巳
霞
婆「

　

（
bっ

）

掣
毳
ミ
ミ
ミ
軌

ミ
§
賽

切

呂
鯊

皀
」

ヌ
Ω
角゜

　
（

G。
）

』
）

N

 

§
黛

ミ
ミ
丶

§
賢
。

器
弓
d

部
こ

く

碧゚

。

ミ

寒
。

画

匙

塁

臣

昌
髯

塗゚

　
（

吟
）

ミ
§
§
恥

§

§
ミ

賢
軌

養
ミ

習」
霤
塗層

く

胃゚

§
昏

恥

§
8

　
　
　

閑
輿
》

崋
自

ζ
客

　

外

に

發
見
せ

る

も
の
、

（

こ

海
綿

薯
ぎ
智
ミ
象

嶺
慧
旨
蛛

ミ
ひ

9
§
ミ
N

ぎ

貯

ミ

§
簧

（

二
）

昆
蟲

、

多
數
の

Q
満

等

§
§
§
恥

幼
蟲、

（

三
）

小
ミ

・

ズ
、

　
（

四
）

貝

類、

　
b
隠
鋳
恥

§
堕

§

憶

巳

ミ、
§
悟
潮

3

駒

ミ
ミ
戔
欝

丶

乱

§
ミ

饕

蛤

ミ
避

養”

隸
§
ミ
竃
恥“

（

四
）

甲

殼
類、

昏

き
飾

蟻

§
蹇
象

蹇
。・19

巴
08

葬
Oo

娼

粤
o

畠

等
に

し
て
、

就

中

油
帥

髯
営
9
窄

9
で

皀
蚤

日
o
。・

水

道
鐵
管
内
に

發
生
せ

る

b
、

9
雛

§
無
籍

隱
ミ
蓉
竜

ぎ
の

如
き、

其
量
九
〇

噸
に

達
せ

り
。

　
（

＝
一
）

然
れ

ど
も
著

者

評
謁

歪
襞

の

英
國

O
髯
山

藁

水
道
に

て

發

見
せ

る

も
の

は、

淡
水

海
綿
こQ
鳩

§

ミ
賢
軸

§
§
妹

蕊
物

な

り

し。

而
し
て

詳
細
な
る

觀
察
の

結

果
に

よ

る

に、

其
繁
殖
は

、

専
ら

無

性

的
に

鷺
鬘
三
】

ざ

に

よ

る

も
の

に

し
て
、

増
殖
の

程

度
甚
し
く、

水
の

流
逋

を

妨
げ、

且

水
に

臭
氣
を
帶
ば

し
む

る

に

至

れ
り

。

よ
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つ

て

最

初
は

硫
酸

銅
溶
液

を
逋
じ

て

其

驅
除
を
計
う

し
も、

再
び

發

生
せ

る

よ

り、

次

回
は

、

機
械

的
に

其

等
の

海
綿
を

除
き、

強

鹸
水
を
通
じ
て

σ脅
。【
o

詈
鑓
¢

の

撲
滅
を

計
る

事
二

回
に

し
て

成
効

せ

り
。

此

際
同
水
渣

中
に

は

蘚
蟲
は

發
見
せ

ざ
b

し
が
、

無
色

の

「

匕

ご
ど
は

發
見
せ
り・

。

　

　

　

　

　

（、

蓮
六

郊）

●
海
産
動
物
の

呼
吸
及
營
養
量

　

　
　
護
oo

房
冒、

暈冨

匿一）
H

ジ

舅

伍9”
p
巨
山．

≠
魯
目

目

巨

曇

匡゜

…
雲

R
ゴ
o

窶
酔
ゆ

9

　

　
0

江・
碧
訪
o

弾

髯
旨
o

籌
娼

諱

亀
o

電

ぎ
亭
象

蕷凶
蠹

ぎ

莓

鬘
ぎ
¢

監
嵩凋
票
罍

ε

　

　
ぎ
ト

暮屮
o
目

ぎ

ヰ
5

碧
凱

『‘
三
 

。゚

萋
壱
ζ

亀

皆

幺

言
゜・

o
ρ

当、
畧
o
け、．
つ ．

 ．
o
昏

　

　
円

崔
讒
」
」

＜

零
H）
oo

γ

団
一

巳．
oooo

 

×

図
く
H

置

」
 

一

き

　
（

一
）

實
驗

材
料
は
「

ロ

ブ

ス

タ

ー
」

二

疋、

魚
及
タ

コ

各
一

疋
。

塲

駈
は

英
國

弼
o

箕

婁
ま「

時
は
一

九
一

二

年

夏
．

氣
温
攝
氏
一

一

度
乃
至
一

五

度
。

　
（

二
）

容

器
は

硫
酸
邏

搬

用
の

も

に

似
セ

る

四

個
の
。

鴛
げ

3
．

。・”

堅

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
り

ち

ル

き
コ

拷

ク

栓

を
具
へ

、

各
四

〇

ー
五

〇
立

を
容
る

主

に

足

る
。

海

水

は

絹

漉
し
に

し
て

總
て

の

淨

游
生
物
を

除
く

。

「
、

ロ

ゾ

ス

タ

ー
」

の

塲
合
は
一

回、

其

弛
の

塲
合
は
二

回、

毎
日

海
水
を
取

換
ふ

。

而

し
て

取
換
へ

の

直
前
後
に

於
て
、

海
水
中
の

酸

素
及

炭
酸

量
を

檢
定

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝

　
（

三
）

注

意
す
べ

き

は、

容
器
面

並

に

動
物

體
面
に

小
植
物
の

發

生
し
て
、

實
驗
の

正

確
を

防
ぐ
る

事
な

b
。

之
を
防
ぐ
爲、

中
塗

よ

う、

o

鴛
げ

o
嘱

を
葢
ふ

に

木
樽
を

以
て

せ

り
。

　
（

四
）

實
驗
結

果
次

の

如

し
。

犠1鐶纖
麟 ； 三 九 1八 瞬

躍 II舗Ll
劃藤 i鱒i望

繖
諜i量

一
｛
− 1−

　 i四 1 四

　i蘊
　 10 【六

　 i川 立

　 il 四

響 i甲体
六 1≡ ｝八

互…互匡
四 i 四

二： i⇔

七 i一
瓦 1

瓦

一
｛
一

六 i七

モ itt

八 …議
九 i二 i
瓦 1 瓦 ｝

五 二

韈

・言i取｛ 編 レ
藩麟 滞ト

奎塰 言
一適 匡

難i奮illl魚

甲
七

八

三

五

∵

二

一

・

二

七

六

−

〇

六

瓦

〇

九

　
略

　
　一

　
　

略

　
　一

．

氤
墨

，

曜
釧

劃

離
畷
○ 〇

九 六

〇 〇

瓦 瓦

〇
二

五

垂

　

　
　

路

○

画
玉

O
瓦

〇

二

八

瓦

略
0・
六

〇

〇

瓦

（

抄

　
　
録）
　
○

海
産
動
物
の

呼

吸

及

營
養

最

　
但

し
魚
は

黛

気
譱

魯
蹇
恥

旨

老
多

に

し
て

、

毎
日
の

酸
素
清

費
量
は

、

實
驗
の

串
噺・
海
水
の

置
換・
日

光
に

曝．
露
其
他
の

時
闘

を

差
引
き

だ

る

正

味
の

H
數
に

割

當
て

だ

る

も

の

な

　
。

　
（

五
）

右

表
は

殆
ど
全

く

暗
黒

裡
に

拘
禁
し

置
き

だ

る

塲

合
に

得

だ

る

結

果
な

れ

ば、

實
際
の

生

活
默

態
に

於
て

は
、

酸
素

漕
費
量

は

勿
論
右
の

量
丈

に

止

る

も
の

に

あ

ら
ざ
る
べ

し
、

さ

れ

ど
右
の

二

倍
と

假
定
す
る

も、

可
な

b
大

形
な

る

魚
及
タ
コ

は、

毎
日

生

肉
三

琵

も

あ
れ

ば

生
活
し

得
る

も
の

な

る

が

如

く
、

「

ロ

ブ

ス

タ

ー
」

の

如

き

は

其
三

分
の
一

に

て

可

な

る

も
の

な

る
べ

し
。

薦

も

凶
七

N 工工
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